
 

＜概要＞
  原子力施設に異常状態が生じ、放射性物質又は放射線の異常な放出あるいはそのおそれがある

場合には、「災害対策基本法」及び「原子力災害対策特別措置法」に基づき、国、地方公共団体
及び原子力事業者はそれぞれの防災計画に従い、所要の防災対策を講ずることとなっている。こ
の防災対策の一環として、周辺環境の放射性物質または放射線に関する情報を得るため、緊急時
における環境放射線モニタリングが実施される。この緊急時の環境放射線モニタリングに関する
指針は、昭和59年（1984年）6月に「緊急時環境放射線モニタリング指針」として原子力安全委
員会において決定され、その後平成20年3月に平常時と緊急時の環境放射線モニタリングを包括す
る「環境放射線モニタリング指針」として改訂され、この第4章に緊急時環境放射線モニタリング
の具体的な事項が述べられている。

 

（注）福島第一原発事故を契機に原子力安全規制の体制が抜本的に改革され、新たな規制行政組
織として原子力規制委員会が2012年9月に発足し、原子力安全委員会は廃止された。原子力規制
委員会は、原子力安全委員会の防災指針やその後の見直し案等を引き継ぐ形で、同年10月に原子
力災害対策指針（災対指針）を定め、さらに2013年6月に災対指針を改正し、この改正におい
て、新たな緊急時モニタリングの体制と実施方法を定めた。本データは、原子力安全委員会が定
めた緊急時環境放射線モニタリング指針を過去情報として解説するものであり、2013年6月以降
の緊急時モニタリングの体制と実施方法とは異なっている点に留意が必要である。

＜更新年月＞ 
2008年12月   （本データは原則として更新対象外とします。）

 

＜本文＞
  原子力施設に異常状態が生じ、放射性物質又は放射線の異常な放出あるいはそのおそれがある

場合には、「災害対策基本法」及び「原子力災害対策特別措置法」に基づき、国、地方公共団体
及び原子力事業者はそれぞれの防災計画に従い、所要の原子力防災対策を講ずることとなってい
る。この防災対策の一環として、周辺環境の放射性物質又は放射線に関する情報を得るため、緊
急時における環境放射線モニタリングが実施される。緊急時における環境放射線モニタリングの
基本的な事項に関しては、「原子力施設等の防災対策について」（昭和55年6月原子力安全委員会
決定、平成20年3月一部改訂）において示し、具体的な事項については、「環境放射線モニタリン
グ指針」（平成20年3月原子力安全委員会決定）の第４章に示している。また、これらに基づい
て、地方公共団体においては、実施体制を整備し、緊急時に備えている。

 １．指針の基本的考え方
 （1）緊急時モニタリングの目的

  原子力施設において、放射性物質又は放射線の異常な放出あるいはそのおそれがある場合に、
原子力施設周辺環境の放射性物質又は放射線に関する情報を得るために特別に計画された環境モ
ニタリングを「緊急時環境放射線モニタリング」（以下「緊急時モニタリング」）といい、原子
力緊急事態の発生時に、迅速に行う第1段階のモニタリングと原子力施設周辺環境に対する全般的
影響を評価する第2段階のモニタリングからなる。具体的な目的は、次のとおりである。なお、
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（a）、（b）、（c）は第1段階のモニタリング、（d）、（e）、（f）は第２段階のモニタリング
である。
 （a）原子力施設周辺の空間放射線量率及び周辺に放出された大気中の放射性物質（放射性希ガ
ス、放射性ヨウ素、ウラン又はプルトニウム）の濃度の把握
 （b）放射性物質の放出により影響を受けた環境試料中の放射性物質の濃度の把握
 （c）適切な防護対策に資するための原子力施設周辺環境における予測線量の迅速な推定
 （d）（a）を継続し、さらに対象とする核種を増やすなど、より詳細な大気中の放射性物質の
濃度の把握
 （e）（b）を継続し、さらに対象とする核種を増やすなど、より詳細な環境試料中の放射性物
質の濃度の把握
 （f）原子力施設周辺住民等が実際に被ばくしたと考えられる線量の評価
（2）適用範囲と適用方法
 本指針は原子力施設周辺における緊急時モニタリングに関するものである。本指針を適用する
に当たっては、原子力施設及び施設・周辺地域の特性等を十分考慮し、環境放射線モニタリング
の実効性に重きを置く必要がある。
２．緊急時モニタリング計画
 緊急時モニタリングは、原子力緊急事態が発生した場合、直ちにその体制が組織され実施に移
すことができるようになっていることが極めて重要である。このため、地方公共団体において
は、あらかじめ緊急時モニタリング計画を立案し、（a）緊急時モニタリング体制の整備、（b）
緊急時モニタリング用資機材の整備、（c）緊急時モニタリングの実施方法等について定めた緊急
時モニタリングマニュアルの作成を行っておく必要がある。
（1）緊急時モニタリング体制の整備
 緊急事態が発生した場合、国においては、原子力災害対策本部及び原子力災害現地対策本部が
設置される。原子力災害現地対策本部のモニタリング情報の把握を担当するグループ（原子力災
害現地対策本部放射線班）は表１に示す業務を担う。
 地方公共団体においては、緊急時モニタリング作業を的確かつ円滑に遂行するため、放射線モ
ニタリングセンターとその指揮下のモニタリングチームから成るモニタリング実施組織を設置し
て対処することが機能的かつ効果的である。この実施組織の役割・機能が十分発揮されるように
あらかじめモニタリングセンター長の任命、モニタリングセンターの設置予定場所、各組織の役
割と分担、通信連絡系統等をできるだけ具体的かつ簡明に定め、常に迅速に対応できるようにし
ておく必要がある。モニタリングセンター及びモニタリングチームの主な役割・機能は表２に示
すとおりである。
（2）緊急時モニタリングの実施方法
 緊急時モニタリングを迅速かつ有効に実施するためには、放射線被ばくの経路等を考慮し、モ
ニタリングの段階毎に測定項目、測定地点又は試料採取地点、測定方法等についてあらかじめ可
能な限り具体的に定めておくことが必要であり、発生した緊急事態に応じて、効果的なモニタリ
ングを実施する（表３参照）。なお、実施に当たっては機動性を高めるため、車両及び可搬型モ
ニタリングポストを有効に利用し、さらに地点、状況等によっては、船舶、航空機による緊急時
モニタリングが必要になる場合もある。
 1）第1段階のモニタリング
 原子力緊急事態の発生直後から速やかに開始されるべきものであり、この結果は、放出源の情
報、気象情報及びSPEEDIネットワークシステム等から得られる情報とともに、予測線量の推定に
用いられ、これに基づいて防護対策に関する判断がなされることとなる。したがってこの段階に
おいては何よりも迅速性が必要であり、第２段階で行われる測定ほど精度は要求されない。
 2）第2段階のモニタリング
 事故状態の予測が確実になり、放射性物質又は放射線の放出が減少してきた段階において開始
される。同モニタリングについては、第1段階モニタリングで要求される迅速性より正確さが必要
となり、周辺住民等の実際の線量の評価と環境中に放出された放射性物質又は放射線の状況の把
握に必要な情報の収集活動を行う。そのため、第2段階モニタリングにおいては、積算線量及び人
体の被ばく評価に必要となる環境中に放出された放射性物質が対象となる。また、環境モニタリ
ングの実施範囲は、第1段階モニタリングよりさらに広く、その実施頻度については、放射性物質
又は放射線の放出の終息以降においても、1日〜数日の間隔で行われる。放射性物質又は放射線の
放出が継続しないような事故の場合には、第1段階モニタリングから直ちに第2段階モニタリング
に移行することもある。
 なお、この環境モニタリングの結果は、各種防護対策の解除に用いられる。
３．線量等の推定と評価
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 緊急時においては、基本的には防護対策の決定に当たって、先ず計算等により周辺環境の予測
される放射性物質の濃度および周辺住民等の予測線量等を推定し、さらに、モニタリング結果に
より実際の放射性物質の濃度および線量の評価を行う。
（1）予測線量分布図等の作成
 大気中に放出された放射性物質について、防護対策の決定に資するための周辺環境の予測され
る放射性物質の濃度、予測線量等の情報を得るための計算手法には、（a）電子計算機を用いて大
気中の放射性物質の挙動を計算し、大気中の放射性物質の濃度、周辺住民等の線量等を予測する
詳細計算法、及び（b）図表等を用いて放射性物質の濃度、線量等を予測する簡易計算法がある。
詳細計算法のためのシステムとして、主に原子炉施設等を対象とした国および地方公共団体等を
結ぶSPEEDIネットワークシステムが運用されている。
（2）予測線量の推定
 放射性物質又は放射線の影響を可能な限り避けるために、屋内退避、避難等の防護対策につい
て検討する必要がある。防護対策を講ずる観点から以下の項目について予測線量の推定を迅速に
実施する。（a）原子炉施設等については、主として放射性希ガスからの外部被ばくによる実効線
量及び放射性ヨウ素からの甲状腺の等価線量を推定する。（b）核燃料施設における火災、爆発等
による放射性物質の放出については、主としてウラン又はプルトニウムによる骨表面又は肺の等
価線量を推定する。（c）核燃料施設における臨界事故については、主として中性子線及びガンマ
線に対する外部被ばくによる実効線量を推定する。また、事故の形態によっては、放射性希ガス
からの外部被ばくによる実効線量及び放射性ヨウ素からの甲状腺の等価線量も推定する。
（3）線量の評価
 周辺住民等の実際の線量の評価については、モニタリングの結果に基づき、外部被ばく及び内
部被ばくによる実効線量を算定し、高線量が予想されるときには、これらに加え内部被ばくによ
る等価線量を、周辺住民等の行動を考慮し平常時モニタリングの手法にしたがって算定する。さ
らに必要に応じ、環境中に放出され地表に蓄積された放射性物質による線量を評価する。
（前回更新：2001年3月）
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